
講義コード 1P68009001

講義名称 現代社会と科学技術＜春＞

科目英文名 Contemporary Society and Technology

開講責任部署 人間教育学部　人間教育学科

代表ナンバリングコード 000GE102

単位数 2.0

時間割 春学期: 月曜日２時限

講義開講時期 春学期

担当教員

到達
目標

本科目においては、現代社会において取り上げられることの多い科学に関する話題について、その基本的な内容を理解し、社会の問題意識を認識できるようにな
ることを目標とする。
くわえて、そのための技能として、以下の能力を習得することを目標とする。
①大学生に求められる科学的知見の検索・収集方法を理解し、自ら行うことができる。
②それらの知見の適切な参照方法・引用のマナーを理解している。
③収集した情報・知見をもとに、（他者と協働して）自らの意見をまとめ主張することができる。

授業
概要

本科目では、現在の科学において、特に社会的に話題になりやすいいくつかのテーマについて取り上げ、それらの基本的な知識と論点について解説する。
社会的に話題になりやすい問題とは、単に科学的な知識だけでは解決できない問題でもある。それらはときに倫理的な側面や経済的な側面から、（クローン技術
のように）科学技術として実行できるか以上に人として実行してよいのかが問題となる。したがって、科学的な話題・ニュース等を理解するうえでは、単なる知識
だけでなく、そうした社会の価値観等を理解しておくことも重要である。
この授業では、科学的知識を解説するだけでなく、上記のような価値観の問題まで含めてディスカッションを深めたい。

また、こうしたディスカッションを含め、大学生としての学習活動・研究活動を進めるにあたっては、適切に情報技術（IT）を活用しながら情報を収集し活用する
ことが求められる。
本科目では、授業テーマとしての科学技術だけでなく、技能として科学技術を活用する力も学習していく。

授業
計画

第1回　オリエンテーション「科学と社会　科学的知識だけで社会問題は解決するか？」
第2回　論理的なディスカッションーディベートの手法
第3回　環境問題とエネルギー　持続可能な開発とは何か（１）
第4回　環境問題とエネルギー　持続可能な開発とは何か（２）
第5回　情報の検索の仕方を理解する（１）インターネットを用いた情報検索
第6回　情報の検索の仕方を理解する（２）図書館を用いた情報検索
第7回　情報の検索の仕方を理解する（３）文献の参照と引用
第8回　宇宙開発と関連技術　宇宙進出の意義と社会的課題（１）
第9回　宇宙開発と関連技術　宇宙進出の意義と社会的課題（２）
第10回　論理を構築する（１）論理的な考え方をする
第11回　論理を構築する（２）主張を文章化する
第12回　AI・クローン・倫理「人間である」とはどういうことか（１）
第13回　AI・クローン・倫理「人間である」とはどういうことか（２）
第14回　AI・クローン・倫理「人間である」とはどういうことか（３）
第15回　社会の中の科学　自己の学びとの関連

授業
外学
習

授業だけではテーマに関する情報は十分ではないため、授業外においても積極的に情報収集を行ってほしい。とくに、ディベート回の前には、グループでの入念な
準備を推奨する。
あわせて、日常的なニュースの中で関連する内容についてどのような話題があるのか、普段から意識しておくことが望ましい。

教科
書 授業内で適宜資料を配布する。

参考
書 必要に応じて適宜指示する。

評価
方法

授業全体でのワーク・ディスカッション・ディベートへの参加度60％、
期末レポート40％　

既修
条件 なし

氏名 オフィスアワー メールアドレス 研究室

◎ 柴　恭史 水曜日昼休み　金曜日昼休み 聖アンデレ館5階522号室

授業形態 講義 アクティブラーニング グループワーク

アクティブ
ラーニング
の詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

ディスカッション(話し合い) 協同・協調学習(グループ･ワーク、チームワーク、ペ
アワーク)

ディベート(討論、討議)
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